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トウモロコシ稈（コーン・ストーバー）

とトウモロコシ・サイレージを給与してい

る妊娠後期の繁殖用雌肉牛に対して、DDG

S を補給した場合の影響について調査した。 

試験には、妊娠後 201 日、体重 674±17

 kg、BCS（ボディ・コンディション・ス

コア）5.6±0.1 の繁殖用経産牛（アンガス

およびアンガス×シンメンタール）を 27

頭用い、トウモロコシ稈とトウモロコシ・

サイレージを自由摂取させる対照区に 15

頭、対照飼料とともに体重の 0.3%量の DD

GSを補給する試験区に 12頭ずつ配して分

娩後 8 週間まで飼育した。なお、分娩時ま

でのトウモロコシ稈とトウモロコシ・サイ

レージの給与比率（原物）は妊娠後 201～2

45 日では 9：1、246～259 日では 8：2、2

60～269 日では 7：3 とした。また、分娩

後は、両区とも同一の飼料（トウモロコシ

稈 48：トウモロコシ・サイレージ 30：DD

GS 20）を給与した。 

その結果、対照区では妊娠期間中に体重

が有意に低下し、BCS も有意に低下した。

一方、DDGS を補給した試験区では体重が

有意に増加し、BCS には有意な変化は認め

られなかった。また、分娩子牛の体重は試

験区（平均 43.3 kg）が対照区（平均 40.5 

kg）より重い傾向を示した。なお、期間開

始初期では、試験区の粗飼料摂取速度が対

照区より有意に早かった。 

分娩後の供試牛の体重変化、飼料摂取状

況には試験区と対照区との間で有意な差は

認められなかった。 

これらの結果から、トウモロコシ稈とコ

ーン・サイレージを給与している妊娠後期

の繁殖用雌肉牛に対する DDGS の補給は、

適切なエネルギーおよびたん白質の補給源

となり、体重や BCS の維持に対して有効で

あるものとみなされる。 

 


